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株式会社ＬＩＸＩＬ 

やきもの展のご案内 
 
ＬＩＸＩＬギャラリーは株式会社ＬＩＸＩＬの文化活動としてやきもの展を開催しています。タイルから茶碗まで、やきも

のは私たちの心豊かな暮らしを彩ります。「生活とアート」をコンセプトに、森 孝一氏（美術評論家・日本陶磁協

会常任理事）をアドバイザーに迎えたセレクションです。 

 

 

 

美崎光邦展 －茫洋として－ 

会期：２０１７年１月１２日（木）～３月１２日（日） 

会場：ＬＩＸＩＬギャラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

│本リリースに関するお問い合わせ先│ 

LIXIL ギャラリー 

 所在地：東京都中央区京橋 3-6-18 東京建物京橋ビル LIXIL：GINZA 2F 

 広報担当： 大橋恵美  田村志保  

TEL：03‐5250‐6530  Email：xbn@lixil.com 

 

 

 

「彩釉泥器」  2016 年  H35×77×37cm 

 



 「美崎光邦展 ー茫洋としてー」 ┃ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ┃  

 
2 ＬＩＸＩＬギャラリー 

 

LIXIL ギャラリーでは、2017 年 1 月 12 日（木）～3 月 12 日（日）の

期間「美崎光邦展 －茫洋として－」を開催します。 

美崎光邦氏は学生時代、旅先で小山冨士夫の窯に出会い、陶芸家をめ

ざします。卒業後は日本各地の窯場を廻って陶技を学びました。現在で

は日本工芸会奨励賞、日本陶芸展大賞・秩父宮賜杯、菊池ビエンナーレ

大賞と受賞を重ねる人気作家です。 

美崎氏の作品はいずれも静謐さと緊張感にみち、見る者を魅了します。

《彩釉
さいゆう

泥器
でいき

》シリーズは、青と白の化粧土を四層に重ねて擦り込んだ、表面の

鮮やかなブルーが印象的な作品で、「茫洋として」という心象風景を映してい

ます。 

 本展では、同シリーズでこれまでつくられてきたすっきりとした扁
へん

壺
こ

形とは異

なる、ゆったりと横に広がるフォルムの作品（2016 年作）7 点をご覧頂けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

│開催概要│「美崎光邦展 －茫洋として－」 

会 期  2017年 1月 12日（木）～3月 12日（日） 

 ★アーティスト・トーク&レセプション 

 日時：2017年1月12日（木）18：30～19：30 

休 館 日  水曜日、2月 26日（日）、3月 2日（木） 

開館時間  10：00～18：00  

企 画  株式会社 LIXIL 

会 場  LIXILギャラリー 

観 覧 料  無料 

会場写真  http:// www1.lixil.co.jp/gallery/ 

         会期開始 5日目から会場写真をご覧頂けます  

「彩釉泥器」  2016 年  H24×40×30cm 
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3 ＬＩＸＩＬギャラリー 

 

│展覧会のみどころ│長い時にさらされて生まれてくるもの 

美崎光邦氏は大学で法学部に在学していましたが、旅先で小山冨士夫の窯に

出会い、陶芸家をめざします。卒業後に全国の窯元を廻って陶技を学び、現在

では朝日陶芸展、日本伝統工芸展、長三賞展、陶芸ビエンナーレ、日本陶芸展、

菊池ビエンナーレと数多くの賞を受賞する人気の作家です。 

その作風はこれまで幾多の変化がありました。「1980 年代の 30 歳の頃には

世の中がピリピリしていたので、緊張感のある心をシンと静めるようなものを」

制作していたそうですが、その作品は今なお静謐の中に緊張感をはらみ、見る

者の心をとらえます。 

 《彩釉泥器》シリーズの鮮やかなブルーは、青と白の化粧土を四層に擦り込

み、口縁部には黒と茶の化粧土を擦り込んで、へらで磨き上げたのち、焼成し

たものです。時にさらされた情緒、風情が感じられる作品で、「茫洋と空に浮

かぶ雲のようにゆったりと生きる」ことを理想としている作家のイメージが表

現されています。 

 本展では、同シリーズでこれまでつくられてきたすっきりとした扁壺形とは

異なる、ゆったりと横に広がるフォルムの作品（2016 年作）7 点をご覧頂けま

す。 

 

│作者略歴│美崎 光邦 （ＭＩＳＡＫＩ Ｍｉｔｓｕｋｕｎｉ） 

1951 千葉県市川市に生まれる 

1970 中央大学法学部法律学科入学 

1972 小山冨士夫の花の木窯を尋ね、陶芸家になることを決意 

1975 中央大学法学部法律学科卒業、小石原焼の窯元で修業 

1976  九谷焼の素地屋、弘前の津軽焼、会津の本郷焼、備前焼の窯元を巡り修業 

1979 三重県尾鷲市で独立 

1982 美崎光邦作陶展（東武百貨店／池袋）、朝日陶芸展入選 

1983 日本陶芸展入選、日本伝統工芸展入選 

1984 中日国際陶芸展入選、東海伝統工芸展入選 

1986 千葉県富里町（現・富里市）に移転 

1987 『洋々窯』開窯展（洋々窯陶房、千葉県富里町） 

1989 個展（黒田陶苑／銀座）、第 36回日本伝統工芸展 日本工芸会奨励賞、陶芸ビエンナーレ入選 

1991 第 20回長三賞現代陶芸展 奨励賞、陶芸ビエンナーレ 佳作賞、美崎光邦展（黒田陶苑／銀座） 

1993 第 12回日本陶芸展 大賞・秩父宮賜杯、美崎光邦作陶展（伊勢丹／新宿） 

1994 美崎光邦作陶展（髙島屋／横浜） 

1995 淡交ビエンナーレ茶道美術公募展 特別奨励賞 

1996 第 3回美崎光邦陶芸展（藤野屋／宇都宮） 

1999 千葉県八街市に移転、美崎光邦作陶展（柴田悦子画廊／銀座） 

2003 美崎光邦作陶展（三越／新宿） 

2004 美崎光邦展（カマクラコーゲイ／鎌倉） 

2005 美崎光邦作陶展（ギャラリー開／日本橋室町）、美崎光邦展（立山画廊／富山） 

2006 美崎光邦作陶展（ギャラリー小川／赤坂） 

2007 美崎光邦作陶展（大丸／高知） 

2008 美崎光邦作陶展（惠埜画廊／山形） 

2009 第 20回日本陶芸展 優秀作品賞・毎日新聞社賞 

2013 第 5回菊池ビエンナーレ大賞、神戸ビエンナーレ奨励賞 

2014 個展（中村美術サロン／茨城県筑西市） 

2015 個展（ギャラリー上田／銀座） 

2016 個展（アートサロン光玄／名古屋）、「美崎光邦陶展－ロスコーのように茫洋と…」（一穂堂ギャラリー／銀座） 

 

 

LIXIL は、創業期のクラフトマンシップを今に語り継ぎ、常に建築家やデザイナーと
手を携え、機能性と洗練された美しさの融合を追求してきました。それこそが、私
たちが掲げる「LIVING CULTURE」というコンセプトです。私たちはミュージ
アム、ギャラリー、資料館および出版活動を柱とした文化活動を通して、ものづくり
の技と心を次世代に伝え、斬新なアイデアを発信する場を提供し、LIVING 
CULTURE を表現していきます。LIXIL は、ものづくりにこだわり、ライフスタ
イルや時代に合った美しく機能的な製品を作り続けることで世界中の人びとの豊か
で快適な住生活の未来に貢献していきます。 


